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【緒 言】

29個のアミノ酸からなるgalaninは,中枢および末梢

神経系に広く分布し,知覚伝達やホルモン分泌1神経

栄養効果などさまざまな機能を持つ神経ペプチ ドであ

る｡galaninは,小～中型の三叉神経節および後根神経

節ニューロンや,歯髄の知覚神経に存在することが明ら

かにされている｡galaninの生理的効果は,標的細胞表

面上のGタンパクレセプターであるgalaninreceptor1/

2/3 (GRl/2/3)を介して発揮される｡ GRlは脳

や脊髄に,GR2/3はGRlより広範囲に分布している｡

しかしながら,GRlの三叉神経節や歯における発現を

調べた研究は今までにない｡そこでこの研究では,GR

lに対する特異的抗体を使い,ラット三叉神経節および

臼歯歯髄におけるGRlの存在を調べた｡またmRNAと

タンパクレベルで発現状態を比較するため,合成オリゴ

ヌクレオチドプローブを用いて,GRlmRNA発現をin

situhybridization法にて検索した｡さらに免疫陽性細胞

や,mRNAを発現している三叉神経節ニューロンの断

面積を計測し,ニューロンの大きさによるシグナル発現

傾向も調べた｡

【材料 ･方法】

成熟したWistar系rat(約200g)をアルデヒド系固定

液で潅流固定し,EDTAにて脱灰後,上顎臼歯部と三叉

神経節の連続凍結切片を作成した｡免疫染色をABC法

にて行い,一部切片をオスミウム固定後エポン包埋し透

過型電子顕微鏡で観察した｡また,35Sで標識したラッ

トGRlに相補的な合成オリゴヌクレオチ ドを用い,≡
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叉神経節にてinsituhybridizationを行った｡

【結 果】

図1 ラット三叉神経節におけるGRl免疫染色像

一部の三叉神経節ニューロン (矢印)早,三叉神経節

内の神経線維 (*)に陽性反応を認める｡

図2 ラット三叉神経節におけるi7"ituhybridization

(暗視野顕微鏡像)

GRlmRNAシグナルを一部ニューロン (矢印)に認

めるが,衛星細胞には認めない｡

図3 ラット臼歯におけるGRl免疫染色像

GRl陽性神経線維は比較的滑らかで細く,多くは象牙

芽細胞層下に集まり,そのほとんどが象牙芽細胞近傍に

終止している｡ D:象牙質
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総ニューロン数に対するGRl免疫陽性ニューロンは

36.3±10.2%, 35S標識されたニューロンは31.7±8.2%だ

った｡断面積を測定すると,GRl免疫陽性ニューロンは

636.4±271,1JJm2, 35S標識されたニューロンは597,5±

260.9pm2で,それらは小～中型ニューロンであった｡

【考 察】

この研究では,免疫細胞化学,insituhybridization

により,ラット三叉神経節ニューロンにGRl発現してい

ることが分かり,それも三叉神経節の小～中型ニューロ

ンに認めた｡ラット後根神経節の小～中型ニューロンに

もGRlが発現しており,知覚神経節の小～中型ニュー

ロンでのGRlの存在を強く示している｡三叉神経節や

臼歯歯髄にGRlを発現しているニューロンが存在する

ことから,galanin/GRlがラットの歯において痔痛知覚

の伝達あるいは調節に関与していることが示唆された｡

(SuzukiH.,etal.,NeuroscienceResearch,42,197-207,

2002)

図4 ラット臼歯におけるGRl免疫電顕像

GRl免疫反応産物は,細い無髄神経線維の軸索原形

質内に拡散しているが,有髄神経線維やシュワン細胞,

歯髄線維芽細胞など他の細胞要素に免疫反応は認められ

ない｡象牙芽細胞 (OB)近傍では,免疫陽性神経はし

ばしば象牙芽細胞の細胞体に接しており,シュワン細胞

の被覆を一部,あるいは完全に欠いている｡ 矢印は,免

疫陰性の神経終末｡
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